
問題番号 問い ２次方程式 χ －９＝０ を解きなさい。２

１０ 正解 χ＝－３，３

誤 答 例 つ ま ず き 原 因 分析と解消

１ 無解答 因数分解を理解していない。 ２７ページ

【１０－１】

２ χ＝３ χ ＝９ と変形したが，２乗して９になる ２８ページ２

数を３とした。 【１０－２】

３ χ＝－３ χ ＝９ と変形したが，２乗して９になる ２８ページ２

数を－３とした。 【１０－２】

４

５

正解の解説１

χ －９＝０２

左辺を因数分解すると，

(χ＋３)(χ－３)＝０

χ＋３＝０ または χ－３＝０

だから，χ＝－３ または χ＝３

正解の解説２

χ －９＝０２

－９を移項すると，χ ＝９２

平方根の定義から，χ＝±３

練習 次の２次方程式を解きなさい。 ①χ －１＝０ ②χ －４＝０２ ２

１
③χ －２５＝０ ④χ －５＝０ ⑤χ －－＝０２ ２ ２

４

解答 ①χ＝±１ ②χ＝±２ ③χ＝±５

１
④χ＝±√５ ⑤χ＝±－

２
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【１０－１】誤答例１のつまずきの分析
公式 χ －ａ ＝(χ＋ａ)(χ－ａ) を使って χ －９ を因数分解することができてい２ ２ ２

ません。２次式を１次式と１次式の積に因数分解することによって，２次方程式を解くの

です。

つまずきの解消
展開の公式 (χ＋ａ)(χ－ａ)＝χ －ａ ････① から次の因数分解の公式が得られ２ ２

ます。

因数分解の公式

χ －ａ ＝(χ＋ａ)(χ－ａ)２ ２

この因数分解の公式で，ａ にあたる数を９とすると，２

χ －９＝(χ＋３)(χ－３) が得られます。２

①は次のようにして展開して示すことができます。

(χ＋ａ)(χ－ａ)＝(χ＋ａ)｛χ＋(－ａ)｝

＝χ ＋｛ａ＋(－ａ)｝χ＋ａ×(－ａ) ････②２

２ ２＝χ －ａ

②は次の展開の公式から得られます。

展開の公式

(χ＋ａ)(χ＋ｂ)＝χ ＋(ａ＋ｂ)χ＋ａｂ２

この展開のしかたについて考えよう。

(ａ＋ｂ)(ｃ＋ｄ)＝ａｃ＋ａｄ＋ｂｃ＋ｂｄ を使うと，

(χ＋ａ)(χ＋ｂ)＝χ ＋ｂχ＋ａχ＋ａｂ２

＝χ ＋(ａ＋ｂ)χ＋ａｂ２

下の図を使ってもこの公式は説明できます。

χ ｂ

χ χ ｂχ２

ａ ａχ ａｂ
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【１０－２】誤答例２のつまずきの分析
χ ＝９ と変形した。２乗して９になる数は±３であるが，－３に気づかなかったと２

思われます。

３ ＝９ であり、(－３) ＝９ であるので、負の数を２乗すると，正になることを理解２ ２

していなかったと考えられます。

つまずきの解消

平方根について

ａを負でない数とするとき，χ ＝ａ を成り立たせるχの値，つまり 「２乗すると２ ，

ａになる数」を，ａの平方根といいます。

， ， ， 。例 ３ ＝９ (－３) ＝９ だから ３と－３は χ ＝９ を成り立たせるχの値です２ ２ ２

つまり，３と－３は９の平方根です。

正の数ａの２つの平方根を，記号√ を使って次のように表します。

平方根の正のほうを√ａ，負のほうを－√ａ

この記号√ を根号といい，√ａを「ルートａ」と読みます。

例 ９の平方根は，根号を使って√９，－√９と表せます。

ところが，９の平方根のうち，正のほうは３，負のほうは－３であるから，次のよう

に表すことができます。

√９＝３ －√９＝－３
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